
静
岡
。中
村
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
浜
松
市
西
伊
場
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
〇
年
度
調
査
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
四
月
１
二

〇
〇

一
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑪
浜
松
市
文
化
協
会

・
浜
松
市
博
物
館

４
　
調
査
担
当
者
　
鈴
木
敏
則

・
鈴
木
　
靖

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛
関
連
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
―
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

中
村
遺
弥
は
、
静
岡
県
西
部
の
天
竜
川
と
浜
名
湖
の
間
に
形
成
さ
れ
た
海
岸

平
野
に
立
地
す
る
。
遺
跡
は
東

西
に
延
び
る
第

一
砂
丘
上
に
あ

り
、
北
側
に
は
三
方
原
台
地
が

波
で
洗
わ
れ
て
で
き
た
海
蝕
崖
、

南
側
に
は
埋
没
河
川

（梶
子
北

大
溝
）
が
存
在
す
る
。

梅
　

発
掘
調
査
は
、
浜
松
市
の
中

浜

心
部
か
ら
浜
名
湖
東
岸
の
浜
名

郡
雄
踏
町
に
抜
け
る
県
道

（通

称
雄
踏
街
道
）
の
拡
張
工
事
に
伴
い
、　
一
九
九
九
年
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
る
。

一
九
九
九
年
度
の
調
査
で
は
、
七
世
紀
末
か
ら
中
世
ま
で
の
木
簡

一
一
点
が
出

土
し
た

（本
誌
第
二
二
号
）。
今
回
の
調
査
区
は
、
中
村
遺
跡
で
は
最
も
西
に
位

置
す
る
所
で
、
Ｓ
Ｄ
〇
二
と
し
た
溝
か
ら
木
簡
三
点
が
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｏ
二
は
、
幅
約
四
ｍ
で
、
全
長
六
〇
ｍ
に
わ
た
つ
て
検
出
さ
れ
、
出
土

土
器
か
ら
人
世
紀
代
の
溝
と
考
え
ら
れ
る
。
梶
子
北
遺
跡
の

「大
領
石
山
」
と

記
さ
れ
た
木
簡
な
ど
人
点

（本
誌
第

一
七
号
）
が
出
土
し
た
地
点
か
ら
、
県
道

を
挟
ん
で
北
へ
わ
ず
か
数
十
ｍ
の
所
に
あ
た
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

田と不
力
〕
　
　
〔下
■
凸
力
〕

ω

　

「□
義
マ
益
□
口
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μい受
］巽
］
冨

②

　

「丈
マ
尻
塩
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μΦ癸
囀巽
∞
露

〔
郷
力
〕

①

　

「赤
坂
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（五
×
］受
⇔
ヨ

ω
は
、
上
端
の
一
部
を
欠
損
す
る
だ
け
で
、
ほ
ぼ
原
形
を
留
め
て
い
る
。
上

端
は
平
ら
で
、
下
端
を
尖
ら
せ
る
。
人
名
だ
け
を
記
し
た
付
札
木
簡
で
あ
る
。

ソ
ガ
の
ガ
を

「義
」
と
表
記
す
る
の
は
、
伊
場
遺
跡
群
で
は
初
出
で
、
最
も

一

般
的
な
の
は

「宜
」
、
次
い
で

「我
」
「可
」
が
あ
る
。
梶
子
北
遺
跡
で
は
二

・

三
号
木
簡
に

「宗
宜
部
」
と
記
し
た
例
が
、　
一
九
九
九
年
度
の
本
遺
跡
に
は

一

号
木
簡
に

「宗
我
部
」
の
例
が
あ
る
。
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②
は
原
形
を
留
め
た
も
の
で
、
上
端
は
平
ら
で
、
下
端
を
尖
ら
せ
る
。
「丈

部
尻
塩
」
と
い
う
人
名
が
記
さ
れ
た
付
札
木
簡
で
あ
る
。
「丈
部
」
は
伊
場
遺

跡
群
で
は
初
出
で
あ
る
。

①
は
下
端
を
少
し
欠
く
が
、
上
端
が
平
ら
で
下
端
を
尖
ら
せ
る
形
態
は
、
前

二
点
と
同
じ
で
あ
る
。
上
の

「赤
坂
」
は
は
っ
き
り
判
読
で
き
る
が
、
「郷
」

は
二
次
的
に
削
ら
れ
て
い
る
た
め
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
こ
れ
よ
り
下
の
文
字

は
、
削
り
取
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
「赤
坂
」
は
、
『和
名
類
衆
抄
』
に
も

見
ら
れ
る
遠
江
国
敷
智
郡
の
郷
名
で
あ
る
。
郷
名
の
後
に
人
名
が
く
る
付
札
木

簡
で
あ
ろ
う
。
「赤
坂
郷
」
は
、
梶
子
北
遺
跡
出
土
五
号
木
簡
に
も
例
が
あ
る
。

な
お
木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
奈
良
女
子
大
学
の
舘
野
和
己
氏
、
奈
良
文

化
財
研
究
所
の
渡
辺
晃
宏
氏

・
馬
場
基
氏

。
市
大
樹
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（鈴
木
敏
則
）

Φ

(3)

一
②




